
（1） 第１９号        作手地域協議会だより      ２０１７年（平成２９年）２月１日 

 

 

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
、
新
城

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
作
手
小
学
校
新
校
舎
と
つ
く
で

交
流
館
の
こ
け
ら
落
し
の
開
催
に
向

け
た
第
２
回
目
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は

29

名
が
参

加
。
中
学
生
に
加
え
、
小
学
生
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
。 

 
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
当
日
の
タ

イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
考
え
て
み
よ

う
！
」
。 

 

は
じ
め
に
、
第
１
回
目
の
話
し
合

い
で
出
た
意
見
の
振
り
返
り
を
行

い
、
次
に
、
「
施
設
の
使
い
方
を
試

す
チ
ャ
ン
ス
」
、
「
な
る
べ
く
た
く

さ
ん
の
方
を
主
役
に
」
、
「
自
分
た

ち
も
楽
し
も
う
」
の
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
踏
ま
え
て
、
当
日
の
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
作
成
に
向
け
た
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。 

 
話
し
合
い
で
は
、
「
前
夜
祭
も
や

れ
る
の
か
な
」
、
「
ホ
ー
ル
で
地
域

の
方
の
発
表
会
を
や
っ
た
ら
ど
う
か

な
」
、
「
図
書
室
に
地
域
の
方
の
作

品
展
示
す
る
の
も
い
い
よ
ね
」
、

「
高
校
生
に
ホ
ワ
イ
エ
で
茶
席
を

や
っ
て
も
ら
え
な
い
か
な
」
、
「
調

理
室
で
み
ん
な
で
み
ん
な
の
ラ
ン
チ

を
作
れ
た
ら
い
い
よ
ね
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
意
見
が
出
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
実
際
に
何
が
で
き
る
の

か
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
整
理
し
、
タ

イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
作
成
し
ま
す
。 

 

こ
け
ら
落
し
が
、
作
手
地
域
全
体

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
大
勢
の

方
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
ま
す
。 
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作
手
小
学
校
新
校
舎
＆
つ

く
で
交
流
館
の
こ
け
ら
落

し
を
考
え
る 

パ
ー
ト
２ 

▲終日楽しめるようにと多くの意見が出されました。 

こけら落しの開催に向けた話し合い【臨時】 

〈日時〉平成２９年２月８日（水） 

    午後７時００分～午後９時３０分 

〈場所〉作手総合支所 会議室 

    ※いつもと場所が異なります。御注意ください。 

〈内容〉「当日のタイムテーブルを考えよう！」 
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新
城
市
が
取
り
組
む
地
域
自
治
区

制
度
が
、
４
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主

役
と
な
っ
て
元
気
に
住
み
続
け
ら

れ
、
世
代
の
リ
レ
ー
が
で
き
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
更
に
進
め
て
い
く
た

め
、
新
城
市
独
自
の
「
市
民
自
治
」

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
の
募
集

を
行
い
ま
し
た
。 

 

選
考
の
結
果
、
左
記
の
デ
ザ
イ
ン

に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

採
用
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
自
治

（
じ
ち
）
を
ひ
ら
が
な
で
図
案
化

し
、
世
代
か
ら
世
代
へ
の
リ
レ
ー
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
色
彩
は
、

市
内
を
流
れ
る
清
流
の
青
色
、
自
然

豊
か
な
山
々
の
緑
色
、
そ
し
て
、
世

代
を
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
に
桜
の
桃
色
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
地
域
活

動
交
付
金
事
業
や
地
域
自
治
区
予
算

事
業
等
に
お
い
て
広
く
活
用
し
て
い

く
予
定
で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
カ
ラ
ー
版
と
モ
ノ
ク
ロ
版
両
方

の
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
し
ま
し
た
の

で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
自
由

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
27
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

（
平
成
27
年
10
月
26
日
公
表
）
に

よ
る
と
、
平
成
27
年
10
月
１
日
時

点
で
作
手
地
域
の
総
人
口
は
、
２
４

３
６
人
で
し
た
。 

 

平
成
17
年
の
国
勢
調
査
の
結
果

と
比
べ
る
と
、
総
人
口
で
６
３
０
人

の
減
、
世
帯
数
は

60

世
帯
の
減
、

年
少
人
口
（
０
～

14

歳
）
は
、
１

９
８
人
の
減
、
生
産
人
口
（

15

～

64

歳
）
は
、
４
１
４
人
の
減
と
な

り
ま
し
た
。 

 

人
口
や
高
齢
化
率
の
数
値
は
、
作

手
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
推
計
値

と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。 

 

「
地
域
」
を
作
る
の
は
、
そ
の
地

域
に
「
住
む
人
た
ち
」
で
す
。
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
が
進
む
先
進
地
（
田
舎
）

で
は
、
「
豊
か
な
自
然
や
歴
史
文
化

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち

が
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

が
、
人
を
呼
び
込
む
魅
力
に
な
っ
て

い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

作
手
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
元
気
な

作
手
」
を
目
指
す
行
動
計
画
で
す
。

仲
間
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
心

掛
け
、
ま
ず
は
集
ま
り
、
話
し
合
う

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

来
年
度
の
地
域
自
治
区
予
算
に

も
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
の
交

渉
や
つ
く
で
交
流
館
の
活
用
推
進
に

係
る
事
業
な
ど
、
皆
さ
ん
の
協
力
・

参
加
が
鍵
と
な
る
事
業
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

「
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
か
」

の
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

「
市
民
自
治
」
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し

た
！ 

▲採用されたシンボルマーク（モノクロ版） 

作
手
地
域
の
人
口
が 

 

２
５
０
０
人
を
割
る 

調査年 総人口 世帯数 男 女 
年少人口 

0～14歳 

生産人口 

15～64歳 

高齢人口 

65歳～ 

高齢化率 

（％） 

平成１７年 ３,０６６ ９７０ １,４７４ １,５９２ ４０５ １,５８８ １,０７３ ３５.０ 

平成２２年 ２,７３７ ９３３ １,３１１ １,４２６ ２８４ １,４０３ １,０５０ ３８.４ 

平成２７年 
２,４３６ 

【2,440】 

９１０ 

【888】 
１,１６１ １,２７５ ２０７ １,１７４ １,０５５ 

４３.３ 

【43.1】 

増減 

（H27‐H17） 
－６３０ －６０ －３１３ －３１７ －１９８ －４１４ －１８ ８.３ 

▲平成２７年国勢調査結果（総務省統計局）※【 】は、作手地域まちづくり計画の推計値 

こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
！ 


